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下
田
地
区
の
農
家
・
蝶
名
林
孝
夫
さ
ん
は
、

鹿
峠
地
区
の
畑
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
最
初
は
、
息
子
さ
ん
が
買
っ
て
き
た
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
鉢
植
え
を
見
て
興
味
を
覚
え
、

通
信
教
育
な
ど
で
栽
培
技
術
を
修
得
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　
令
和
２
年
か
ら
露
地
で
の
栽
培
を
始
め
、

現
在
で
は
２
か
所
の
畑
で
約
４
０
０
本
ま
で

規
模
を
拡
大
し
、
遅
霜
や
猿
の
食
害
な
ど
に

悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
今
年
か
ら

は
本
格
的
な
収
穫
が
見
込
ま
れ
る
そ
う
で
す
。

　
収
穫
期
は
、
６
月
下
旬
頃
か
ら
９
月
い
っ

ぱ
い
で
、
冷
蔵
庫
で
保
存
す
れ
ば
２
週
間
ほ

ど
は
持
つ
そ
う
で
す
。

　
様
々
な
種
類
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
甘
み
と
酸
味
の

バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
、
味
に
関
し
て
は
と
て
も

自
信
を
お
持
ち
で
し
た
。

　
今
ま
で
は
知
り
合
い
の
料
理
教
室
な
ど
へ

の
販
売
が
主
で
し
た
が
、
今
後
は
ジ
ャ
ム
等

の
加
工
品
販
売
も
考
え
て
い
き
た
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
浦
ヒ
メ
サ
ユ
リ
森
林
公
園
な
ど

で
直
接
販
売
も
行
っ
て
い
る
そ
う
な
の
で
、

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
無
農
薬
で
安
心
・

安
全
な
地
元
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
是
非
と

も
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。
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農 業 へ の 挑 戦農 業 へ の 挑 戦

田
澤 

樹
　三
条

地
域
の
担
い
手

　
今
回
は
、
代
官
島
地
区
で
果
樹
１
・

５
ha
（
梨
、
ぶ
ど
う
、
桃
）
と
水
稲
２

ha
の
複
合
経
営
さ
れ
て
い
る
田
澤
樹
さ

ん
（
27
歳
）
を
訪
ね
ま
し
た
。
大
学
で

生
命
化
学
部
応
用
植
物
学
科
に
学
び
就

農
3
年
目
、
将
来
、
地
域
の
一
翼
を
担

う
青
年
農
業
者
の
一
人
で
す
。

　
父
の
敏
幸
さ
ん
の
経
営
は
、
今
で
言

う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
循
環
型
農
業
）
そ
の
も

の
。
10
年
以
上
前
か
ら
、
東
京
都
練
馬

区
の
幼
稚
園
及
び
小
学
校
の
給
食
か
ら

出
る
残
飯
で
作
ら
れ
た
堆
肥
を
使
用
し

て
果
樹
、
米
を
栽
培
さ
れ
、
生
産
さ
れ

た
作
物
の
90
％
を
様
々
な
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
使
い
個
人
販
売
し
て
お
ら
れ
、安
心
・

安
全
、
そ
し
て
顔
の
見
え
る
農
業
経
営

を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
道
な
が
ら
農
業
の
本
質
を
と
ら
え
、

将
来
に
わ
た
り
少
し
ず
つ
前
に
進
む
経

営
方
針
で
、２
年
前
に
は
直
売
所
も
オ
ー

プ
ン
し
、
更
な
る
飛
躍
を
求
め
て
勉
強

中
と
の
こ
と
。
そ
ん
な
父
の
背
中
を
見

て
、
農
業
に
魅
力
を
感
じ
、
親
元
就
農

を
決
め
た
と
語
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　
今
、
果
樹
の
中
で
一
番
興
味
が
あ
る

の
が
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
、
香
り
、
甘
み

と
三
拍
子
揃
っ
た
ぶ
ど
う
の
救
世
主
と

も
い
わ
れ
て
い
る
、
消
費
者
人
気
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
だ

そ
う
で
す
。

　
今
後
は
、
地
域
の
指
導
会
や
研
究
会

等
に
参
加
し
、
栽
培
管
理
を
習
得
し
た

い
と
の
こ
と
。
そ
し
て
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
出
会
い
た
い
、
何
と
も
頼
も
し

い
青
年
で
す
。�

（
松
下
）

小
杉 

弘
　栄

脱
サ
ラ
で 

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
春
か
ら
夏
に
か
け

て
出
て
く
る
若
芽
を
食
べ
る
野
菜
で
、

独
特
の
風
味
が
あ
り
、
天
ぷ
ら
、
サ
ラ

ダ
、
炒
め
物
な
ど
、
和
洋
中
ど
ん
な
料

理
に
も
合
い
、
栄
養
も
豊
富
に
あ
り
ま

す
。

　
栄
地
区
新
堀
の
小

杉
弘
さ
ん
は
、
知
人

か
ら
度
々
の
勧
め
で

迷
い
は
し
た
も
の
の
、

子
供
た
ち
が
巣
立
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
何
よ
り
も
奧
さ

ん
の
理
解
が
あ
っ
た

こ
と
が
後
押
し
と
な

り
、
９
年
前
に
長
年

勤
め
た
会
社
を
退
職

し
て
ア
ス
パ
ラ
の
露

地
栽
培
を
始
め
ま
し

た
。

　
ア
ス
パ
ラ
は
、
植

え
付
け
後
12
～
13
年

は
植
え
替
え
を
し
な

い
た
め
、
初
め
の
土

作
り
は
重
要
な
作
業

で
念
入
り
に
や
り
ま

し
た
。
２
年
目
は
収
穫
せ
ず
に
地
中
の

株
を
じ
っ
く
り
成
長
さ
せ
、
３
年
目
の

春
に
よ
う
や
く
収
穫
が
で
き
、
そ
の
後

10
年
ほ
ど
収
穫
が
可
能
で
す
。
湿
気
に

弱
く
、
土
中
の
カ
ビ
が
原
因
で
起
こ
る

茎
枯
病
予
防
の
た
め
、
週
一
回
の
土
壌

消
毒
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
初
め
は
夫
婦
で
や
っ
て
い
け
れ
ば
と
、

20
ａ
で
始
め
た
栽
培
も
、
周
り
の
地
主

さ
ん
達
が
、
高
齢
で
自
分
の
畑
が
で
き

な
い
の
で
使
っ
て
ほ
し
い
と
何
度
も
頼

ま
れ
、
断
り
切
れ
ず
に
倍
の
面
積
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
で
は
朝
５

時
か
ら
始
め
る
収
穫
と
出
荷
包
装
の
作

業
は
、
パ
ー
ト
さ
ん
２
人
を
雇
い
行
っ

て
い
ま
す
。

　
水
稲
も
２
・
５
ha
耕
作
し
て
い
る
の

で
、
ア
ス
パ
ラ
の
収
穫
と
田
植
え
の
重

な
る
時
期
は
と
て
も
忙
し
く
、
奧
さ
ん

の
負
担
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
、
田
植

え
は
ア
ス
パ
ラ
作
業
の
合
間
を
縫
っ
て
、

小
杉
さ
ん
一
人
で
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
小
杉
さ
ん
の
栽
培
し
た
ア
ス
パ
ラ
は
、

甘
み
が
あ
り
と
て
も
美
味
し
い
と
評
判

で
、
出
荷
先
の
市
場
か
ら
は
、
も
っ
と

出
荷
し
て
ほ
し
い
と
、
毎
回
催
促
さ
れ

る
そ
う
で
す
。

　
ど
ん
な
に
多
忙
で
も
、
手
抜
き
の
な

い
仕
事
を
さ
れ
る
よ
う
で
、
ア
ス
パ
ラ

畑
と
水
田
は
、
と
て
も
綺
麗
に
管
理
さ

れ
、
小
杉
さ
ん
の
仕
事
へ
の
情
熱
を
感

じ
ま
す
。

�

（
髙
山
）

増
井
由
春
　下
田

オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
（
雄
山
火
口
、

ゴ
ボ
ウ
の
葉
＝
ゴ
ン
ボ
ッ
パ
）

の
栽
培

　オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
の
栽
培
を
始
め
ら
れ

た
動
機
は
な
ん
で
す
か
。

　
長
岡
技
術
科
学
大
学
退
職
後
の
生
活

基
盤
を
農
業
・
林
業
と
考
え
、
休
耕
田

等
の
活
用
を
探
求
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

ゴ
ン
ボ
ッ
パ
栽
培
の
誘
い
を
受
け
ま
し

た
。
18
年
前
か
ら
南
蒲
原
森
林
組
合
理

事
が
始
め
た
「
南
蒲
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
生

産
組
合
」
の
生
産
組
合
長
を
引
き
継
い

で
5
年
に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
7
名
の
新
規
会
員
が
加
わ
り
、

17
名
の
組
織
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
新
規
会
員
等
と
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使

用
し
た
質
問
や
連
絡
等
の
情
報
交
換
研

究
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　下
田
郷
で
は
昔
か
ら
ゴ
ン
ボ
ッ
パ
の

笹
団
子
で
し
た
が
、
山
に
自
生
す
る
植

物
を
栽
培
さ
れ
る
の
は
大
変
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
、
下
田
地
区
馬
場
の
日
瑞
川
上

流
の
畑
で
20
ａ
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
栽
培
方
法
至
っ
て
簡
単･･･

で
は
、

な
か
っ
た
で
す
。
野
山
で
自
生
の
オ
ヤ

マ
ボ
ク
チ
は
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
見
か

け
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
種
の
確
保
や

栽
培
適
地
、
栽
培
技
術
は
先
輩
を
手
本

に
し
、
一
歩
ず
つ
前
進
す
る
し
か
な
く
、

約
12
年
の
栽
培
経
験
か
ら
や
は
り
自
然

に
近
づ
け
た
育
成
が
最
良
の
よ
う
で
す
。

　
休
耕
田
を
利
用
す
る
場
合
、木
質
チ
ッ

プ
や
広
葉
樹
葉
利
用
の
土
作
り
が
非
常

に
重
要
で
、
自
然
に
従
っ
た
11
月
の
種

蒔
き
、
翌
々
年
の
春
か
ら
の
収
穫
が
最

盛
期
と
な
る
約
２
年
が
栽
培
期
間
で
す
。

継
続
栽
培
を
す
る
に
は

そ
の
３
倍
の
耕
作
面
積

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
過
去
に
、
朝
日
新
聞

（
新
潟
版
）、
日
本
農

業
新
聞
（
信
越
版
）
の

取
材
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
昨
今
の
ゴ
ン
ボ
ッ

パ
笹
団
子
ブ
ー
ム
も

あ
っ
て
、
種
、
葉
供
給

量
、
栽
培
方
法
等
の
問

い
合
せ
に
は
、
葉
の
不

足
状
況
等
か
ら
返
答
で

き
ず
に
い
ま
す
。

　今
後
に
つ
い
て
お
話

し
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
会
員
は
意
欲

あ
る
南
蒲
原
森
林
組
合

員
と
そ
の
家
族
に
限
定
し
て
い
ま
す
。

生
産
組
合
の
規
約
に
従
い
、
需
要
と
供

給
を
考
え
た
安
定
生
産
と
販
路
拡
大
、

組
合
員
の
所
得
向
上
を
目
指
し
、
更
な

る
上
を
目
途
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。　希

少
な
山
草
植
物
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
の

栽
培
に
取
り
組
ま
れ
、
環
境
保
全
型
農

業
で
地
域
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

�

（
山
谷
）
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昨
年（
令
和
３

年
）５
月
に
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」を
農

林
水
産
省
が
策
定

し
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
自
然
災
害
の
大
規

模
化
、
農
業
生
産
者
の
減
少
、
後
継
者
不

足
に
よ
る
高
齢
化
、
食
の
多
様
化
と
少
子

高
齢
化
に
伴
い
主
食
の
米
消
費
減
少
等
に

よ
る
食
料
自
給
率
は
40
％
を
割
り
込
み
、

化
石
燃
料
、
化
学
肥
料
の
原
料
の
ほ
と
ん

ど
を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
状

態
で
す
。

　
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
で

は
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
て
、
生
命

を
支
え
る
「
食
」
と
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
「
環
境
」
を
未
来
の
子
供
た
ち
に
継
承

し
て
い
く
た
め
に
、
生
産
者
は
も
と
よ
り
、

調
達
、
加
工
・
流
通
、
消
費
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
の
５
年
後
、
10
年
後
、
20
年
後
、

30
年
後
の
具
体
的
な
工
程
表
を
決
め
て
、

時
間
軸
を
も
っ
て
行
動
変
容
を
促
し
て
い

く
と
さ
れ
て
い
る
戦
略
で
す
。

　
私
た
ち
農
業
生
産
者
の
立
場
で
、
30
年

後
の
２
０
５
０
年
の
目
標
で
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
低
減
、
化
学
農
薬
の
低
減
、
化

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」に一言

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」に一言

第
三
調
査
部
会
長

第
三
調
査
部
会
長

田
邉
　
稔

田
邉
　
稔

農地パトロール（農地利用状況調査）を実施中です！農地パトロール（農地利用状況調査）を実施中です！
　農業委員会による農地パトロール（農地利用状況調査）を実施しています。農地の利用促進につなげる
ための情報収集を目的に、７月から管内の全農地を対象に、遊休農地はないか（耕作放棄をして農地が荒
れていないか）、農地の違反転用はないか、不法投棄がないか等の調査を実施しています。

Ⅰ
　
基
本
方
針

　
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会
の
進
展
、

集
落
機
能
や
地
域
経
済
力
の
減
退
、
担

い
手
不
足
・
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
よ

る
農
業
生
産
基
盤
の
縮
小
な
ど
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

発
生
に
よ
る
米
需
要
量
の
減
少
、
近
年

の
激
甚
化
し
て
い
る
自
然
災
害
等
の
対

応
な
ど
、
所
得
の
拡
大
へ
の
対
応
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
農
地
を

守
り
担
い
手
を
育
成
す
る
と
い
っ
た
農

業
委
員
会
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
と
と
も

に
、
農
業
者
の
代
表
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
公
平
・
公
正
、
開
か
れ
た
農
業

委
員
会
業
務
の
執
行
に
当
た
る
。

　
ま
た
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実

行
に
向
け
て
、
市
の
農
政
部
局
を
始
め

関
係
機
関
と
連
携
し
、
担
い
手
へ
の
農

地
集
積
や
新
規
就
農
者
の
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
業
・

農
村
現
場
に
密
着
し
た
「
目
に
見
え
る

活
動
」
の
実
践
を
強
化
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
農
業
委
員
会
だ
よ
り
〝
向

日
葵
〟
等
に
よ
り
情
報
発
信
に
努
め
つ

つ
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、
農
業
生
産

力
の
増
進
及
び
農
業
経
営
の
合
理
化
を

図
り
、
農
業
者
の
信
頼
と
期
待
に
応
え

て
い
く
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
活
動

す
る
。

Ⅱ
　
事
業
計
画

　
１
　
会
議
関
係

⑴
　
定
例
総
会

⑵
　
臨
時
総
会

⑶
　
調
査
部
会

⑷
　
農
政
対
策
部
会

⑸
　
特
別
調
査
部
会

⑹
　
作
況
調
査
検
討
会

⑺
　
和
解
の
仲
介
委
員
会

　
２
　
研
修
会
・
講
演
会
の
開
催

⑴�

　
農
政
・
消
費
問
題
等
の
講
演

会
を
開
催

⑵�

　
委
員
・
推
進
委
員
研
修
会
を

実
施

　
３
　
視
察
研
修
関
係

⑴�

　
農
業
委
員
及
び
最
適
化
推
進

委
員
研
修

⑵
　
１
日
研
修

　
４
　�

的
確
な
農
地
行
政
と
構
造
政
策

の
推
進

　
　�

　
農
地
転
用
な
ど
、
一
層
の
慎
重

審
査
を
行
う
。
ま
た
、
農
業
生
産

条
件
を
整
備
し
、
生
産
性
の
高
い

農
業
経
営
の
実
現
や
農
用
地
を
有

効
利
用
す
る
た
め
、
適
正
な
農
地

行
政
を
推
進
し
、
農
用
地
の
多
面

的
な
利
活
用
と
併
せ
て
優
良
農
地

確
保
を
図
る
活
動
等
を
次
の
と
お

り
行
う
。

⑴�

　
調
査
部
会
、
定
例
総
会
に
お

け
る
農
地
の
権
利
移
動
案
件
の

意
見
決
定
に
当
た
っ
て
の
慎
重

審
査

⑵�

　
農
地
転
用
案
件
の
意
見
決
定

に
当
た
っ
て
は
、
農
地
法
の
規

定
に
基
づ
き
慎
重
審
査

⑶�

　
無
断
転
用
防
止
と
遊
休
農
地

（
耕
作
放
棄
地
）
防
止
・
解
消

に
向
け
た
活
動

⑷�

　
農
地
政
策
見
直
し
に
対
し
て
、

農
地
制
度
の
根
幹
の
維
持
を
求

め
る
活
動

　
５
　
農
政
対
策
の
推
進

⑴�

　
農
業
者
の
立
場
に
立
っ
た
建

議
、
意
見
公
表
、
要
望
活
動
の

実
施

⑵
　
農
林
関
係
予
算
の
確
保
対
策

⑶�

　
担
い
手
（
法
人
）
確
保
・
育

成
に
向
け
た
取
組

⑷�

　
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
と
安

全
・
安
心
な
農
業
の
振
興

⑸�

　
地
産
地
消
活
動
及
び
食
農
教

育
の
推
進

⑹�

　
農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に

関
す
る
取
組

　
６
　
農
地
銀
行
活
動
事
業
の
充
実

　
　�

　
経
営
規
模
拡
大
を
志
向
す
る
意

欲
あ
る
農
業
者
の
た
め
、
農
地
銀

行
活
動
事
業
を
よ
り
一
層
充
実
す

る
。
特
に
新
規
の
利
用
権
設
定
の

た
め
の
掘
り
起
こ
し
や
相
談
活
動

を
強
化
す
る
も
の
と
す
る
。

　
７
　
啓
発
活
動
の
充
実

　
　�

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
強
化

な
ど
啓
発
活
動
の
充
実
に
努
め
る
。

　
８
　
農
業
者
年
金
業
務
の
推
進

　
　�

　
農
業
者
年
金
業
務
を
適
正
か
つ

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
加
入
推

進
部
長
を
中
心
と
し
て
、
次
の
事

業
を
行
う
。

⑴�

　
新
農
業
者
年
金
制
度
の
普
及

と
定
着

⑵�

　
新
農
業
者
年
金
加
入
者
の
拡

大
及
び
目
標
の
達
成

⑶
　
年
金
相
談
活
動
の
充
実

⑷�

　
新
規
受
給
者
を
対
象
と
し
た

研
修
会
の
開
催

　
９
　�

「
全
国
農
業
新
聞
」
等
の
普
及

拡
大

　
　�

　
系
統
組
織
が
発
行
す
る
「
全
国

農
業
新
聞
」
及
び
「
全
国
農
業
図

書
」
の
普
及
拡
大
に
努
め
、
農
業

者
へ
の
的
確
な
情
報
提
供
活
動
を

推
進
す
る
。

三条市農業委員会事業計画三条市農業委員会事業計画令和４年度

学
肥
料
の
低
減
、
有
機
農
業
の
拡
大
等
を

数
値
化
し
て
示
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
注
目
し
て
い
る
の
は
有
機
農
業
の

取
組
面
積
割
合
を
25
％
（
１
０
０
万
ha
）

に
設
定
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
近
年
で
は
徐
々
に
増
加
は
し
て
い
ま
す

が
現
状
は
0
・
５
％
と
、
目
標
達
成
に
は

疑
問
を
感
じ
ま
す
。

　
私
は
４
ha
の
水
田
で
有
機
農
業
を
実
施

し
て
お
り
、
鴨
除
草
に
よ
る
有
機
農
業
は

27
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
30
年
後
に
私
の
周
り
の
農
地
が
「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
目
標
達
成

に
た
ど
り
着
い
た
風
景
を
見
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
年
齢
的
に
は
た
し
て
‥
‥
。
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今
回
、
２
年
ぶ
り
に
先
進
地
視
察
研

修
が
実
施
さ
れ
、
７
月
７
日
・
８
日
の

一
泊
二
日
で
佐
渡
市
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
１
日
目
は
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

を
会
場
に
佐
渡
市
農
業
委
員
会
と
の
意

見
交
換
会
を
行
い
、

最
適
化
活
動
の
目
標

設
定
、
下
限
面
積
の

設
定
等
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
現
状
説
明
を

受
け
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
る
な
か
で
、

佐
渡
で
は
後
継
者

（
担
い
手
）
不
足
と

い
う
よ
り
ゼ
ロ
に
等

し
い
と
い
う
発
言
が

あ
り
、
三
条
市
に
お

い
て
は
ゼ
ロ
で
は
な

い
が
同
様
な
課
題
で

あ
り
、
農
地
の
集
積
、

集
約
と
併
せ
て
私
た

ち
委
員
に
課
せ
ら
れ

た
大
き
な
課
題
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
水
稲
・

お
け
さ
柿
・
い
ち
ご

栽
培
等
で
45�

ha
を
経

営
さ
れ
て
い
る
新
穂

の
㈲
齋
藤
農
園
の
齋

藤
真
一
郎
代
表
か
ら

現
地
の
ほ
場
で
水
稲

の
自
然
栽
培
に
つ
い
て
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
、
ト
キ
と
共
生
す
る
た
め
に

環
境
に
特
化
し
た
米
作
り
を
拡
大
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
経

営
面
や
栽
培
技
術
に
お
い
て
基
本
と
な

る
も
の
は
、
安
心
の
付
加
価
値
を
つ
け

る
栽
培
と
の
こ
と
で
す
。
労
働
力
の
確

保
や
規
模
拡
大
等
に
つ
い
て
問
題
点
・

課
題
が
山
積
み
と
い
う
話
を
お
聞
き
し

て
、
抱
え
て
い
る
問
題
点
や
課
題
は
共

通
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
厳
し
い
農
業
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、

持
続
可
能
な
経
営
を
目
指
し
、
農
薬
の

削
減
な
ど
何
ら
か
の
形
で
食
の
安
心
・

安
全
を
届
け
ら
れ
る
農
業
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

�

桒
原
一
郎

詳しくは、三条市農業委員会事務局までお問い合わせください。
電話：0256-34-5635（直通）

農業者年金の特徴とメリット
メリット

１ 農業者なら広く加入できます

メリット

５ 税制面で大きな優遇措置があります

メリット

２ 少子高齢時代に強い
「積立方式・確定拠出型」の年金です

メリット

３ 通常加入の場合、
保険料の額は自由に決められます

メリット

４ 終身年金。80歳前に亡くなられても
死亡一時金があります

メリット

６ 一定の要件を満たす農業者には
保険料の国庫補助（政策支援加入）があります

視 察 研 修視 察 研 修
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三
条

市
農

業
委

員
会

編
集

・
発

行
〒

955-8686　
三

条
市

旭
町

二
丁

目
３

番
１

号
電

話（
34）5635（

直
通

）
 FA

X（
33）7250

E
メ

ー
ル

　
nouij@

city.sanjo.niigata.jp
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
https://w

w
w

.city.sanjo.niigata.jp

三条市LINE公式アカウント

友だち募集中
＠sanjo-city

安全情報や暮らしの情報を配信中！

申請書の締切日は毎月10日です

　農地の売買や貸借、転用の許可申請などの締め切りは、毎月10日（10日が休日の場合は直前の市役所開
庁日）となります。

農地の売買、貸借などの締め切り日
９月９日㈮　10月７日㈮　11月10日㈭　12月９日㈮
１月10日㈫　２月10日㈮　３月10日㈮

総　会　開　催　日
９月30日㈮　10月31日㈪　11月30日㈬　12月27日㈫
１月31日㈫　２月28日㈫　３月28日㈫

編 集 後 記
　私は農業委員となり４年になりますが、ずっと「向日葵」の編集委員を務めております。編集委員
になり、「向日葵」の編集はとても大変な仕事で、半年に一度の発行ですが、最初は記事探しから、
聞き取りそして原稿書き、各担当者皆様のご苦労がしのばれます。ですから、皆様もじっくりお読み
いただけるとうれしく思います。
� （佐藤）
委員長　島影　正幸　　副委員長　馬場　良子　　佐藤　一富　　　　　　　　　　　　　　　
委　員　山倉　広　　山屋　和徳　　小池　秀一　　髙山　弘則　　松下　正樹　　山谷　秀昭

　全国農業新聞は農業者の公的代表機関である農業委員会系統組織が発行する農業総合専門紙です。
　「週刊」の時間をいかし、情報がわかりやすいよう解説的にまとめています。また、多くの読者の皆様

に満足して頂けるよう、家族全員が楽しめる記事も充実し
ています。さらに、全国47都道府県にある支局の県版・地
方版の充実により、地域の元気で特徴ある明るい話題や地
域独自のイベント情報などの提供に努めています。

全国農業新聞を購読してみませんか

発行日　毎週金曜日（月４回）
購読料　月額700円（送料・税込）
申込先　農業委員会事務局
　　　　電話：34-5635　　　　
　　　　�（毎月15日までの申込みで、

翌月から送付いたします。）

４校


